
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短い夏も終わり、すっかり秋の空気、秋の空。これから各地で秋のイベントが目白押しですね。子ども

が大きくなるとそれぞれの活動が忙しくなり、家族揃って出掛ける機会は減ってしまいがちです。実体験

ゆえ、「今のうちにたくさんの思い出を！」と訴えたいところですが、小さな子ども連れのお出掛けは、と

にかく勇気と覚悟が要りますね。頑張ってあちこち連れて行っても、果たしてちゃんと憶えていてくれる

のだろうか。そんなことを考えると、ますますお出掛けが苦になる方もいるかもしれません。 

最近思うのは、記憶は刷り込まれていくものであるということ。その時体験した事実よりも、その体験

をもとに家族と関わった時間が新しい記憶になるということです。 

ちょっと、うまく伝えられていないかもしれませんね。例えば、私の経験で説明してみましょう。 

私が 1 歳半ぐらいの時、弟が生まれました。急な出産だったらしく、慌てて病院に向かった両親。私は、

階段の中段に一人置き去りにされました。一人さみしく、そこで両親の帰りを待っていたのです。しかも、

小学生の頃まで、時々その時の夢を見ていました。何度も見る同じ夢。私は、その時のことをはっきり憶

えいてる自分はすごいと思っていました。でも、1 歳半の時の記憶は、その出来事しか思い浮かびません。

実際には、離れにおばあちゃんがいたので、丸っきり放置されていた訳ではないのですが、もし置き去り

にされていたと感じていたのなら、さみしさよりも恐怖感を強く抱いていたはずです。でも、夢に出てく

る私は、そんな感情を持っていないのです。確かに 1 歳半の子どもにとっては強烈な体験ですが、どう考

えてもその時のことを鮮明に憶えているとは考えにくいのです。 

今、振り返ると物心がついた頃から、両親や親戚からことあるごとにその話を笑い話として聞かされま

した。つまり、笑い話として繰り返し聞かされたことが追体験となって、いかにもその時のことを鮮明に

覚えているかのような記憶になったのではないかという自分なりの結論に達しました。 

たぶん皆さんも、幼稚園や保育園に通っていた頃のことは憶えていても、３歳くらいまでのことを憶え

ている方は少ないでしょう。 

「きっと憶えていないかもしれない。」、だからこそ、思い出をつなぐために親が語ってあげればいいの

かなと……。「○○行って楽しかったね。」「○○にはびっくりしたね。」「あの時、こんなことがあったんだ

よ。」などなど。まだお話ができなくても、お母さんが語り続けることでいつか家族との大切な思い出とし

て記憶に残されていくことでしょう。中谷先生の講演では、「子どもの心の甘えはしっかり受け止め、心の   

声を代弁してあげて」とありました。親子で 

思い出を共有する上でも、様々な体験を通し 

て子どもが感じたであろう思いやお母さんの 

思いを声に出してあげることが大切なのかも 

しれません。そんな親子の時間がかけがえの 

ない思い出を作るのでしょうね。 

私の 1 歳半の時の記憶らしきものは、かけがえのない思い出とは言えませんけどね（笑）。 

 ８月 すくすく学級 参加状況 

  学習者 子ども 合 計 

中央公民館 体験学習 ３０ ３６ ６６ 

西公民館 体験学習 ８ ８ １６ 

東公民館 体験学習 ６ ７ １３ 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回のテーマは、「夏の思い出」。やはりお出かけした家庭が多かった 

ようです。実家でのんびりした方、かたや慌しかった方（実家で３９度 

の猛暑を体験された方もいましたよ。ちなみに怒りがこみあげる暑さだ 

そうです。）、観光を楽しんだ方と様々でしたが、偶然にも「出かける直前に一人が熱を出し、断念しよう

かと思ったけれど、ちょっと落ち着いて決行。ところが、帰って来る日にもう一人が発熱。」という家庭

が２組も！ しかも行き先も同じでした（驚）。さらに、病院も一緒だったとか……。お出かけには、ハ

プニングがつきものですが、それを物語るエピソードでした。 

 自転車に挑戦した子、どこにも行けなかったけど、ひたすら高校野球をテレビで観戦したお母さん。 

 ちなみにわが家の末娘も、この夏、高校野球にハマりました。来年、息子が高校生になるかと思うと、

私も久しぶりに力が入り、白球を追いかけるひたむきな球児の姿に心を動かされました。娘は、お陰で宿

題や自学が思うように進まず、始業式直前は四苦八苦（苦笑）。「来年の夏休みは、高校野球を観る前提で、

計画を立てようね。」と反省を促しました（笑）。 

 国後島がくっきりと見える澄み渡る青空。暑くもなく

寒くもなく、水温もちょうどよい海あそび日和でした。 

 尾岱沼の方にとっては馴染みの海でも、なかなか遊ぶ

ことはないとのこと。どこまでも広がる海を前に「おっ

きい～～!!」と、感嘆の声も聞こえてきました（笑）。 

網で昆布を取ったり流されたおもちゃの船を助けた

り、砂を掘ったり、水を流したり、じゃぶじゃぶしたり、

思い思いに海あそびを楽しみました。 

 今回は特に、遊びからご飯や帰りの支度への切り替え

が、とっても上手になっているのを感じました。それぞ

れが十分満たされていたからなのでしょうね。 

雨で延期になってしまいましたが、実施した日は、絶好のアウトド

ア日和。広場での遊びの時間は、一時、日差しが強すぎて日陰に避難。

シャボン玉で暑さを凌ぎました。それも束の間。少しずつ影が差し、

さわやかな風も。中盤からは、すべり台やボール遊びを満喫しました。

子どもを抱っこしながらのサッカー。お母さんも、久しぶりに体を動

かしました。 

昼食後は、広い敷地内を散策。大きなお友達は、最後まで元気いっ

ぱい。虫を追いかけたり、どんぐりを見つけたり、笹やフキもステキ

な遊び相手でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月の体験学習は、自然との触れ合いがメインでしたが、もう一つの目玉が「焼肉体験」。まだ食べら

れない子もいるので、子ども用の弁当の準備をしなければいけなかったお母さんも少なくなかったことで

しょう。でも、少なくとも「自分の分は、おにぎりがあればよい」というのが、今回の体験の魅力だった

のではないでしょうか。まずは、子どもに食べさせる。これはいつもと変わりなかったかもしれませんが、

準備も後片付けもしなくてもよい食事は幸せでしたね。「たまには、お母さん達にゆっくりたっぷり食事

をしてもらいたい。」という思いを込めて実施している毎年恒例の焼肉体験。これもすくすくスタッフの

皆さん、職員の協力があってこそ実現できるイベントです。私たちすくすく学級担当 2 人だけでは、決し

てできません。なかには「こんなにゆっくり食べられたのは４ヵ月ぶり（出産前以来）です。」というお

母さんもいました。至れり尽くせりのひとときに、もうひと踏ん張りのエネルギーをもらったお母さんも

多いことでしょう。 スタッフの皆さん、本当にありがとうございました！！ 

 こちらも絶好の外遊び日和。午前中の水遊びタイムは、水 

は冷たかったものの気温が上がり、水をすくったり、小川を 

じゃぶじゃぶ歩いたり、冷たさを忘れて夢中になって遊んで 

いる子ども達がたくさんいました。それだけに、その後、風 

邪など引いていないかちょっと心配しています。皆さん、大 

丈夫でしたか？ 

 ジンギスカンが焼けるいい匂いを合図に水から上がり、み 

んなで昼食を楽しみました。 

 たっぷり遊んで、食欲もモリモリ。初めてスイカを口にし 

たお友達もいましね。 

 午後からは、さわやかな風が吹き渡り、広場を走り回った 

り、シャボン玉や虫捕り、ブランコなどの遊具遊びを満喫し 

ました。 

別海十景の一つでもある小野沼公園。自然がいっぱいで、 

そこにいるだけで子ども達の姿が絵になるステキな眺めがあ 

ちこちに広がっていました。０歳のお友達も、自然の中での 

お散歩で、いい空気を感じたことでしょう。正味２時間半と 

いう短い時間でしたが、充実したひとときでしたね。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数年前までは、すくすく学級でもちょこちょこ

登場していた「もったいないばあさん」。 

７月の職場体験で中学生が読んでくれた絵本

も真珠まりこさん作の『イカになあれ』でした。 

真珠さん自身による読み聞かせや「もったいな

いばあさん」の絵かき歌の実演 

がある他、絵本づくりの裏話な 

ども聴くことができるでしょう。 

小さな子から大人まで楽しめ 

る１時間だそうです。 

絵本作家さんに直にお会い 

できる機会は、なかなかない 

ですよ！ 

 ぜひ、図書館へ！！ 

  

＊詳細については、それぞれの主催者にお問い合わせください。 

 

市街の幼稚園では、運動会

もありますね。 

 数年後の姿、ちょっとのぞ

いてみるのもいいかもしれま

せん。 

 

☆「別海ミルク王国ミニミ

ニ動物園」もあるよ！ 

  かわいい動物たちが

待っているそうです。 

 

☆尾岱沼出身の俳優であ

り歌手の伊勢大貴さん

（「トッキュウジャー」

「ニンニンジャー」の歌

でおなじみ）のステージ

もあるよ！ 

 


